
    (1)　平成２５年（２０１３年）1月１９日　発行 　 　　第５号

　　　　　事　業　計　画

　　　　　　　　　　平成２４年度

　１．会組織の充実と拡大及び会員間の交流企画
　　　　総会、懇親会を年1回開催
　　　　新会員の募集活動
　　　　ゴルフ同好会の交流会企画
　　　　「歩く会」の活動充実
　　　　役員の役割分担制の導入

　２．美郷町との交流の企画・推進
　　　　美郷町児童の大阪ツアーの計画
　　　　美郷町主催の各種イベントに対し協力参加
　　　　（サミットへの参加）
　　　　（ふるさと祭への参加）
　　　　美郷町ふるさと作りへの協力
　　　　（長寿大学修学旅行受入）
　　　　（長寿大学への講師派遣　他）
　　　　美郷町特産品の販売促進協力

　３．近畿島根県市町村会との組織交流
　　　（島根県の企画に参加）
　　　在近畿地区邑智郡町会との組織交流

　４．「関西美郷会だより」の発行と内容充実

　５．会員名簿の更新・整備

　６．その他

　　　　　関西美郷会第五回総会
　　　　　　総　会　会　次　第
　１．開会の辞

　２．会長挨拶

　３．来賓紹介

　　　美郷町町長様 美郷町議会議員様

　　　美郷町議会議長様 島根県大阪事務所様

　　　美郷町教育長様 関西石見会様（２名）

　　　美郷町商工会会長様 関西江津会様（２名）

　　　JA邑智支所担当理事様 関西川本会様（２名）

　　　美郷町観光協会会長様 関西はすみ会様

　　　邑智郡森林組合美郷支所長様

　４．来賓代表祝辞

　　　沖野町長様   島根県大阪事務所売豆紀所長様　　 　　１．美郷町役場　　　　　　　 1００，０００円

　 　　２．ご祝儀　　　　　　　　　 ２７７、０００円

　５．祝電披露 島根県事務所 関西江津会

　 関西石見会 関西川本会

　６．議事（議長選出を含む） 　　 関西はすみ会 田部月丸

①平成２３年度　事業報告 保田栄昭 大石茂幸

　 ②平成２３年度　決算報告 　 木村健茂 安田武雄

③平成２３年度　監査報告 　 関本隆徳 菅原千恵人
④規約一部改定 　　 岡田勝美 竹内祐三

⑤平成２４・２５年度役員改選 　　　　松代登 新田定正

⑥平成２４年度事業計画 　　 有井秀司 三上邦憲

⑦平成２４年度予算案 小笠原達雄 高橋忠信

　　 合阪マスエ 三東美智子

　７．その他 　　 井田吉子 中村嘉男

やすらぎバー光

　８．閉会の辞 （神楽花含む） （順不同、敬称略）

同
級
生
に
会
い
に
出
か
け

、
関
西
美
郷
会
と
地
元
と

メ
イ
ン
通
り
に
テ
ン
ト
が
建
て
ら
れ
て
露
店
が
入
り

ま
き

、
鴨
山
駕
籠
か
き
大
会
等
々
が
行
わ
れ

、
町
の

玉
割
り

、
可
愛
い
園
児
た
ち
の
遊
戯

、
 

餅
つ
き
餅

式
に
参
加
会
長

、
来
賓
等
の
挨
拶
に
始
ま
り
,
久
寿

事
務
所
が
設
置
さ
れ

、
関
西
美
郷
会
へ
の
勧
誘

、
宣

関
西
美
郷
会
第
五
回
総
会

第５回総会時助成金及び祝儀

　
翌
朝
食
事
を
い
た
だ
き

、
ふ
る
さ
と
祭
り
の
開
会

ま
し
た

。

の
今
後
の
つ
な
が
り
等
々
を
酒
の
肴
に
友
好
を
温
め

百
二
十
八
名

、
美
郷
町
か
ら
は

、
沖
野

伝
の
た
め
の
チ
ラ
シ
配
り
を
行
い

、
町
行
く
人

、

名

、
浜
原
三
十
一
名

、
粕
渕
十
名

、

事
務
局
と
菅
原
氏
の
お
世
話
で
の
テ
ン
ト
の
一
角
に

で
大
和
出
身
者
四
十
名

、
沢
谷
十
九

町
民
を
和
や
か
ム
ー
ド
に
し
て
い
ま
し
た

。

二
十
四
年
三
月
四
日

（
日

）
、
昨
年
に

町
の
近
畿
会
の
方
が
九
名
の
合
計

、

紹
介
を
お
願
い
し
ま
し
た

。
役
場
前
に
１
４
時
集
合

第
五
回
関
西
美
郷
会
総
会
が

、
平
成

町
長
は
じ
め
十
五
名
の
方
が

、
近
隣
の

先
輩

、
知
人

、
同
級
生
等
に
関
西
在
中
の
知
人
の

に
て

、
美
郷
町
出
身
者
が
沢
山
集
い

、

参
加
さ
れ

、
昨
年
よ
り
参
加
者
が

、

頃
到
着
解
散

、
皆
さ
ん
沢
山
の
お
土
産
を
抱
え

、

引
き
続
き
大
阪
市
西
区
肥
後
橋

「
徐
園

」

百
五
十
二
名
の
方
と
神
楽
団
の
方
が

記
念
写
真
を
撮
り

、
バ
ス
が
出
発

、
大
阪
に
２
０
時

美
郷
町
　
ふ
る
さ
と
祭

　
当
日
は
沖
野
町
長
は
じ
め

、
多
く
の

開
催
さ
れ
ま
し
た

。

何
事
の
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
楽
し
く
有
意
義
な
２
日
間

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た

。

二
十
名
程
多
く
為
り

、
総
会
は
盛
大
に

楽
し
か

っ
た
の
で
又
来
年
と

、
三
々
五
々
帰
途
へ

。

皆
様
に
も
ご
出
席
を
頂
き
ま
し
た

。

最
後
に
一
言

、
女
性
群
の
い
つ
も
な
が
ら
の
ゴ
チ
ソ

美
郷
町
の
皆
様

、
又
近
隣
町
の
近
畿
会
の

で
し
た

。

　
　
バ
ス
ツ
ア
ー
に
参
加
し
て

始
ま
り
各
議
事
の
確
認
を
し

、
会
長
交
代

　
　
　
　
　
　
松
代
　
登
　

（
粕
淵
出
身

）

て
関
西
美
郷
会
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
頂
き
良
か

っ

　
総
会
は
別
掲
の
通
り

、
会
長
挨
拶
に

ウ
と
気
配
り
に
感
謝
感
謝
で
す

。
又

、
今
回
は
初
め

名
梅
田
に
集
合
し
て
バ
ス
に
乗
り
生
ま
れ
故
郷
美
郷
し
て
頂
い
た
方
々
に
感
謝
し
ま
す

。

二
部
の
懇
親
会
へ
と
進
行
し
ま
し
た

。

　
１
１
月
１
０
日
の
朝
７
時
3
0
分
　
参
加
者
２
6
最
後
に

、
こ
の
ツ
ア
ー
の
為
に
色
々
と
お
世
話
を

た
と
思
い
ま
す

。

続
い
て
唱
歌

「
ふ
る
さ
と

」
を
合
唱
し

、

の
紅
葉
を
見
な
が
ら
故
郷
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
楽

バ
ス
内
で
は
早
速
酒
盛
り
が
始
ま
り

、
車
外
の
山
々

神
楽

、
ふ
る
さ
と
ラ

ッ
キ
ー
プ
レ
ゼ
ン
ト

町
を
め
ざ
し
出
発
を
し
た

。

、
時
間
が
余
り
会
長
の
音
頭
で
三
瓶
山
へ
紅
葉
を
見

期
し
て
散
会
と
な
り
ま
し
た

。

１
４
時
頃
美
郷
町
ゴ
ー
ル
デ
ン
ユ
ー
ト
ピ
ア
に
到
着

し
い
6
時
間
が
短
く
感
じ
ま
し
た

。

　
懇
親
会
で
は

、
都
神
楽
団
に
よ
る

夕
食
・
懇
親
会
が
,
新
町
長
の
歓
迎
の
挨
拶
,
木
村

ま
し
た

ら
れ
ま
し
た

。
風
呂
に
入
り
長
旅
の
疲
れ
を
流
し

、

特
産
品
の
販
売
も
あ
り

、
大
い
に
賑
わ
い

に
再
度
バ
ス
に
乗
り
皆
さ
ん
満
足
顔
で
帰

っ
て
来

そ
の
見
事
な
舞
い
に
酔
い
し
れ
ま
し
た

。

私
は
同
級
生
と
石
見
神
楽
を
少
し
見
て
町
中
へ
地
元

の
二
題
の
演
目
が
演
じ
ら
れ

、
会
場
は

美
味
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た

。

会
長
挨
拶

、
町
会
議
長
の
乾
杯
で
始
ま
り
鍋
料
理
を
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吾
郷
十
四
名

、
君
谷
十
四
名

、
の
計

　
尚
当
日
の
参
加
者
は
近
畿
在
住
の
方

編集　・発行
関西美郷会だより

編集委員会
   〒590-0504

関西美郷会だより

石楠花（美郷町花）

第　５　号

石
見
神
楽

、

「
滝
夜
叉
姫

」
「
塵
倫

」

　
会
場
に
は
例
年
と
同
じ
く
美
郷
町
の

最
後
に
万
歳
三
唱
し

、
来
年
の
再
会
を

抽
選

、
地
区
別
記
念
撮
影
が
行
わ
れ

、

　
懇
親
会
で
は

、
特
産
品
の
紹
介
や

と
引
継
ぎ
が
行
わ
れ
ま
し
た

。
そ
の
後

都神楽団による「石見神楽」 会場風景

中国自動車道SAにて



　

　
　
ふ
る
さ
と

　
　
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
市
町
村
人
会
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
実
行
委
員
会

★
平
成
二
四
年
七
月
十
三
日

（
金

）
第
四
十
回
近
畿
島
根
県

　
　
関
西
美
郷
会
の
皆
さ
ん
へ

★
平
成
二
四
年
九
月
二
三
日

（
日

）
第
二
七
回
邑
智
郡
町
人

　
　
玉
造
　

「
大
桝

」
　

（
田
中
直
幸
出
席

）

　
担
当

）
・
十
五
名
参
加

（
美
郷
会
か
ら
八
名

）

　
ふ
る
さ
と
美
郷
町
は

、
新
し
い
町
長
が
誕
生
し

、

「
町
民
が

　
優
勝
　
竹
下
静
登
氏

（
美
郷
会

）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
美
郷
町
役
場
　
企
画
課

　
　
　
関
西
美
郷
会
会
長
　
　
　
　
木
村
健
茂

　
親
睦
ゴ
ル
フ
会
・
や
し
ろ
東
条
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

（
美
郷
会

 

　
関
西
美
郷
会
の
皆
様
お
元
気
で
す
か

　
が
幸
せ
な
町
を
実
感
で
き
る
よ
う
全
力
を
注
ぎ
た
い

」
と

★
平
成
二
四
年
十
月
二
一
日

（
日

）
第
十
回
関
西
美
郷
会

　
寒
気
い
よ
い
よ
厳
し
く

、
皆
様
に
は
お
か
わ
り

　
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
・
吉
川
ロ
イ
ヤ
ル
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
・

ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し

ょ
う
か

。
い
つ
も
一
方
な
ら

　
私
た
ち
関
西
美
郷
会
の
会
員
が
求
め
て
い
る
も
の
も

　
一
四
名
参
加
　
優
勝
　
林
　
寿
男
氏

ぬ
お
力
添
え
に
あ
ず
か
り

、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

　
強
調
さ
れ
て
い
る

。

　
と
い
う
こ
と
で
し

ょ
う
か

。

　
県
市
町
村
人
会
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
・
箕
面
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

　
美
郷
町
で
は

、
町
を
担

っ
て
い
く
人
材
と
産
業

　
同
じ
で

、
い
か
に

、
幸
せ
を
掴
む
か

、
確
保
で
き
る
か

、

★
平
成
二
四
年
十
一
月
十
四
日

（
水

）
第
四
十
回
近
畿
島
根

ざ
い
ま
す

。

　
自
分
の
故
郷
に
帰
れ
ず

、
避
難
生
活
を
さ
れ
て
お
ら
れ

、

　
ア
の
部

（
十
二
位
大
津
哲
範

）
個
人
シ
ニ
ア
の
部

（
十
二

と
カ
レ

ッ
ジ

」
を
設
立
し
ま
し
た

。

　
一
昨
年
の

「
東
日
本
大
震
災

」
と

「
原
発
破
壊

」
未
だ
に

　
・
一
二
三
名
参
加

（
美
郷
会
か
ら
六
名

）
　
個
人
Ｇ
シ
ニ

を
一
体
的
に
育
て
上
げ
る
仕
組
み
と
し
て

「
み
さ

　
こ
と
で
し

ょ
う

。

　
の
部

（
関
西
美
郷
会
Ｂ
・
十
位

）

（
関
西
美
郷
会
Ａ
・

普
及
科
の
３
つ
の
柱
で
進
め
て
お
り

、
専
科
で
は

、

　
と
て
も
切
な
い
気
持
ち
で
毎
日
を
送

っ
て
お
ら
れ
る

　
位
木
村
健
茂

）
個
人
一
般
の
部

（
五
位
中
上
清
之

）
団
体

「
み
さ
と
カ
レ

ッ
ジ

」
は

、
専
科
・
研
修
科
・

　
で
し

ょ
う
が

「
想
い

」
は

、
少
な
か
ら
ず
同
じ
で
は

 
平
成
２
５
年
度
活
動
予
定

で
は

、
起
業
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
研
修
期
間
を
経
て

　
私
た
ち
の
故
郷
を
思
う
気
持
ち
と
は
全
然
違

っ
た
も
の

起
業
コ
ン
テ
ス
ト
か
ら
の
早
期
起
業

。
研
修
科

　
な
い
で
し

ょ
う
か

。

★
平
成
二
五
年
三
月
三
一
日

（
日

）
第
二
八
回
邑
智
郡
町
人

の
起
業

。
普
及
科
で
は

、
研
修
科
・
専
科
に
繋
げ

　
　
　

「
歩
く
会
」
だ
よ
り

　
積
み
あ
げ
て
行
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す

。

　
市
町
村
人
会
親
睦
ゴ
ル
フ
会
　
箕
面
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

目
的
と
し
て
行

っ
て
い
ま
す

。

　
と
の

、
交
流
の
和
を
深
め

、
な
お
一
層
の

「
想
い

」
を

★
平
成
二
五
年
四
月
十
一
日

（
木

）
第
四
一
回
近
畿
島
根
県

さ
ら
に
指
導
者
的
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
な
ど
を

　
私
た
ち
関
西
美
郷
会
の
会
員
間
の
交
流
と
故
郷
美
郷
町

　
親
睦
ゴ
ル
フ
会

（
川
本
会
担
当

）

て
い
く
た
め
の
気
づ
き
と

、
全
体
の
底
上
げ

。

　
美
郷
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

　
本
年

「
歩
く
会

」
同
好
会
で
は
四
月

、
六
月

、
十
一
月
に

り

」
と
し
て

、
引
き
続
き
携
帯
電
話
不
感
地
域

★
＊
 

平
成
二
五
年
五
月
十
二
日

（
日

）
第
十
一
回
関
西

　
ま
た

、
本
年
度
も

「
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く

　
親
睦
ゴ
ル
フ
会

（
石
見
会
担
当

）

☆
第
一
回
　
四
月
八
日

（
日

）

し
た
防
災
行
政
無
線
も
新
た
に
デ
ジ
タ
ル
化
を
し

、

★
平
成
二
五
年
七
月
二
一
日

（
日

）
第
二
九
回
邑
智
郡
町
人

　
そ
れ
ぞ
れ
ハ
イ
キ
ン
グ
を
有
志
で
楽
し
み
ま
し
た

。

解
消
な
ど
を
行

っ
て
お
り

、
老
朽
化
し
て
お
り
ま

　
ゴ
ル
フ
同
好
会

　
美
郷
会
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

　
花
見
を
し
な
が
ら
の
昼
食
歓
談

、
参
加
人
数
2
0
名

り
ま
す

。

★
平
成
二
五
年
八
月
十
三
日

（
火

）
第
六
回
美
郷
町
・
関
西

　
花
見
　
天
満
橋
か
ら
桜
ノ
宮
の
大
川
端
を
散
策
し
楽
し
く

来
年
度
の
本
格
運
用
に
向
け
て
整
備
を
進
め
て
お

　
　
　
　
　
同
好
会
幹
事
　
　
　
　
安
田
武
雄
・
木
村
健
茂

　
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

　
高
槻
市
摂
津
峡
を
散
策

、
J
R
高
槻
駅
よ
り
バ
ス
で
摂
津

ら
取
り
組
ん
で
い
る
若
者
定
住
住
宅
の
建
設
は

、

★
平
成
二
五
年
十
月
二
十
日

（
日

）
第
十
二
回
関
西
美
郷
会
ゴ

☆
第
二
回
　
六
月
二
日

（
土

）

　
ま
た

、
定
住
対
策
と
し
て

、
平
成
十
九
年
度
か

　
関
西
美
郷
会
ゴ
ル
フ
同
好
会
は

、
今
年
度
六
回
の
ゴ
ル
フ

　
市
町
村
人
会
親
睦
ゴ
ル
フ
会
箕
面
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

　
散
策

、
途
中
広
場
で
昼
食
歓
談
し
バ
ス
停
ま
で
歩
き

、

二
十
五
年
四
月
か
ら
入
居
さ
れ
る
予
定
で
す

。

★
平
成
二
五
年
十
一
月
七
日

（
木

）
第
四
二
回
近
畿
島
根
県

　
峡
上
流
ま
で
行
き

、
そ
こ
か
ら
摂
津
峡
に
沿

っ
て
山
道
を

今
年
度
は
浜
原
地
域
に
三
戸
建
設
中
で

、
平
成

四
組
十
六
名
と
少
な
く
な

っ
て
来
て
い
ま
す

。

☆
第
三
回
　
十
一
月
十
七
日

（
土

）

二
戸
を
建
設
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す

。

コ
ン
ペ
を
行
い
ま
し
た

。
年
々
メ
ン
バ
ー
が
減
り

、

　
バ
ス
に
て
高
槻
駅
に
て
解
散
　
参
加
人
数
1
4
名

ま
た

、
来
年
度
は
本
年
度
に
続
き
浜
原
地
区
に

　
夏
休
み
大
阪
体
験

交
流
ツ
ア
ー

　
た
い

。

　
九
度
山
町
の
柿
の
木
オ
ー
ナ
ー
柿
農
園
に
柿
狩
り
を

美
郷
町
の

「
ホ

ッ
と

」
な
お
知
ら
せ
や
取
り
組
み

　
新
規
同
好
会
に
入
会
を
し
て
頂
き

、
盛
り
上
げ
て
戴
き

　
柿
狩
り
　
南
海
電
車
難
波
駅
よ
り

、
毎
年
恒
例
の
和
歌
山

　
毎
月
二
十
日
発
行
の

「
広
報
み
さ
と

」
で

、

　
上
の
収
穫
で
し
た

。
柿
狩
り
の
後

、
昼
食
と
歓
談
を
し

の
で
ご
愛
読
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す

。

問
合
せ
先
0
9
0

‐
8
9
8
1

‐
5
6
4
7

（
木
村
健
茂

）

　
す
る

。
今
年
は
2
本
の
木
の
柿
だ

っ
た
の
で
昨
年
の
倍
以

な
ど
を
皆
様
に
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す

去
る
七
月
三
十
一
日

（
火

）
か
ら
八
月
一
日

（
水

）
の

☆
第
四
回
　
十
一
月
二
十
四
日

（
土

）

お
身
体
ご
自
愛
く
だ
さ
い

。

　
平
成
二
十
四
年
度
の
活
動
報
告

　
昨
夏
邑
智

、
大
和
小
学
校
の
元
気
な
子
供
達
二
十
四
名
が

　
難
波
駅
で
解
散

、
参
加
人
数
は
1
4
名

時
節
柄

、
一
段
と
寒
く
な

っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で

、

　
町
村
人
会
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
　
実
行
委
員
会

く
れ
ま
し
た

。
一
日
目
は
甲
子
園
の
ナ
イ
ト
ゲ
ー
ム
を

、

　
渓
流
沿
い
に
滝
ま
で
散
策

、
道
の
両
側
に
あ
る
紅
葉
を

★
平
成
二
四
年
二
月
八
日

（
水

）
第
三
九
回
近
畿
島
根
県
市

二
日
間

「
夏
休
み
大
阪
体
験
交
流
ツ
ア
ー

」
に
参
加
し
て

　
紅
葉
狩
り
　
阪
急
梅
田
駅
よ
り
箕
面
駅
下
車

、
そ
こ
か
ら

★
平
成
二
四
年
三
月
二
五
日

（
日

）
第
二
六
回
邑
智
郡
町
人

　
二
日
間
の
子
供
達
の
ス
ナ

ッ
プ
写
真
を
掲
載
し
ま
す

。

　
駅
に
行
き
解
散

、
参
加
人
数
は
1
2
名

　
玉
造

「
大
桝

」
　

（
木
村
健
茂
出
席

）

二
日
目
は
海
遊
館
の
見
学
や
買
い
物
を
楽
し
み
ま
し
た

。

　
楽
し
ん
だ
後
川
沿
い
で
昼
食
と
歓
談

、
箕
面
駅
か
ら
石
橋

　
優
勝
　
安
田
武
雄
氏

（
美
郷
会

）

移
管
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

。

　
石
見
会
担
当

）
・
一
八
名
参
加

（
美
郷
会
か
ら
九
名

）

さ
れ
て
こ
ら
れ
た
中
村
さ
ん
か
ら
中
上
に
業
務
を

　
親
睦
ゴ
ル
フ
会
・
レ
ー
ク
ス
ワ
ン
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

（

こ
の
度

「
関
西
美
郷
会
だ
よ
り

」
は

、
長
年
担
当

　
市
町
村
人
会
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
箕
面
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
・

何
分
に
も
不
慣
れ
な
も
の
で
す
か
ら
今
後

、
中
村

★
平
成
二
四
年
四
月
十
一
日

（
水

）
第
三
九
回
近
畿
島
根
県

中
村
さ
ん
本
当
に
ご
苦
労
様
で
し
た

。

　
部

（
四
位
木
村
健
茂

）
団
体
の
部

（
関
西
美
郷
会
Ｂ
・

き
ろ
よ
う
頑
張
り
ま
す

。

　
一
一
三
名
参
加

（
美
郷
会
か
ら
八
名

）
　
個
人
シ
ニ
ア
の

さ
ん
の
ご
指
導
の
も
と
1
日
も
早
く
独
り
立
ち
で

★
平
成
二
四
年
五
月
十
二
日

（
土

）
第
九
回
関
西
美
郷
会

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

。

　
四
位

）

（
関
西
美
郷
会
Ａ
・
七
位

）

一
生
懸
命
そ
の
役
目
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

　
一
六
名
参
加
　
優
勝
　
保
田
眞
佑
氏

　
今
年
の
総
会
会
場
は
左
記
の
通
り
で
す

。

　
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
・
山
の
原
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
恋
里
コ
ー
ス
・

　
美
郷
会
故
郷
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
・
富
士
三
次
カ
ン
ト
リ

日
時
：
２
０
１
３
年
３
月
３
日

（
日

）

★
平
成
二
四
年
八
月
十
三
日

（
月

）
第
五
回
美
郷
町
・
関
西

　
皆
さ
ん
の
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

。
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優
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安
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（
美
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場
所
：
肥
後
橋
駅
下
車
　

「
北
京
料
理
　
徐
園

」

　
ー
ク
ラ
ブ
一
四
名
参
加

（
美
郷
会
か
ら
七
名

）

　
　
　
　
午
前
十
一
時
よ
り

こ
ち
ら
事
務
局

桜ノ宮で花見をしながらの昼食

和歌山県九度山町での柿狩り

甲子園で風船飛ばし

海遊館の水槽の前で

2012.7.31夕方甲子園球場に到着


